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○
開
催
の
背
景

○
開
催
の
背
景

　

核
家
族
化
や
地
域
の
繋
が
り
の
希

薄
化
な
ど
に
よ
り
、
親
同
士
が
日
常

ぐ
ん
ま
子
育
て

支
援
フ
ェ
ス
タ

的
に
交
流
で
き
る
環
境
や
子
ど
も
同

士
が
気
軽
に
遊
べ
る
よ
う
な
場
を
見

出
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
に
組
織
化
さ

れ
た
、
ぐ
ん
ま
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
を
中

心
に
、
群
馬
県
、
群
馬
県

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
専
門
性

の
向
上
、
各
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
、
そ
し

て
、
家
庭
で
で
き
る
身
近

な
素
材
や
廃
材
を
活
用
し

た
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
の

展
示
な
ど
を
通
し
て
、
よ

り
多
く
の
子
育
て
関
係
者

に
子
育
て
の
楽
し
さ
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。

○
フ
ェ
ス
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
フ
ェ
ス
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

フ
ェ
ス
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
、

子
育
て
音
楽
ト
ー
ク
、
講
演
会
、
手

づ
く
り
お
も
ち
ゃ
・
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示
の
三
部
構
成

で
実
施
し
ま
し
た
。

○
子
育
て
音
楽
ト
ー
ク

○
子
育
て
音
楽
ト
ー
ク

　

二
木
秀
幸
氏
、
中
邑
由
美
氏
に
よ

る
子
育
て
音
楽
ト
ー
ク
で
は
、
バ
リ

ト
ン
の
二
木
氏
、
ピ
ア
ノ
の
中
邑
氏

の
息
の
あ
っ
た
ト
ー
ク
と
音
楽
に
よ

り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
、
音
楽

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
感
性
も
広

が
り
絵
本
の
楽
し
さ
を
よ
り
膨
ら
ま

せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

○
講
演
会

○
講
演
会

　

講
演
会
で
は
、
２
０
０
９
年
ヴ
ァ

ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
の
優
勝
を
果

た
し
た
、
辻
井
伸
行
氏
の
母
で
あ
る

辻
井
い
つ
子
氏
に
よ
る
「
あ
き
ら
め

な
い
子
育
て
」
〜
親
ば
か
の
ス
ス
メ

〜
と
題
し
、
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ご
自
身
の
子
育
て
の
経
験
を
も
と

に
、
手
探
り
で
の
子
育
て
、
ま
た
、

子
ど
も
の
才
能
の
引
き
出
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
と
て
も
、
聞
き
や
す
い

口
調
で
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

○○  

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
・
支
援

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
・
支
援

セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
の
展
示

セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
の
展
示

　

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
の
展
示
で
は
、

延
べ
２
０
２
名
の
来
場
者
が
あ
り
、
県

内
26
の
保
育
所
（
園
）
並
び
に
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
普
段
各
施
設
で
実

際
に
つ
く
り
活
用
し
て
い
る
手
づ
く

り
お
も
ち
ゃ
の
提
供
と
そ
の
作
成
の

た
め
の
レ
シ
ピ
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
34
の
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
提
供
が
あ
り
、
フ
ロ
ア
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
後
の
課
題

○
今
後
の
課
題

　

地
域
の
繋
が
り
が
希
薄
化
す
る
と

と
も
に
、
長
時
間
労
働
な
ど
多
様
な

就
労
形
態
等
に
よ
り
、
父
親
の
育
児

参
加
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
子
育
て
が
孤

立
化
し
、
負
担
感
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
状
況
が
窺
え
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育

て
家
庭
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
の
拠

点
と
し
て
、
子
育
ち
・
子
育
て
支
援

の
中
核
的
機
能
を
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
親
同
士
の
出
会
い

と
交
流
の
場
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
自
由
に
遊
び
、
か
か
わ
り
あ
う
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

親
は
親
で
支
え
あ
い
、
子
ど
も
は

子
ど
も
で
育
み
あ
い
、
地
域
の
人
た

ち
が
親
子
を
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
、

子
育
ち
・
子
育
て
に
お
い
て
は
必
要

不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
役
割
が
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
22
日
㈬
に
、
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
専
門
性
の
向
上
、各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
、

そ
し
て
、
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
の
展
示
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
子

育
て
関
係
者
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手づくりおもちゃ手づくりおもちゃ

辻井いつ子氏

バリトンの二木秀幸氏と
ピアノの中邑由美氏

おもちゃを参考にする来場者
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本
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
、「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
を

広
く
県
民
に
広
報
啓
発
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
24
年
１
月
26
日
（
木
）
に
新
前
橋
の
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
内
容

　

鈴
木
先
生
は
、
神
奈
川
県
に
あ
る
和
泉
短
期
大
学
で
教

鞭
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
委
員
、
講
師
な

ど
も
務
め
ら
れ
、
ま
た
、
ご
自
身
も
社
会
福
祉
法
人
理
事

と
し
て
施
設
運
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
の
新
た
な
役
割
を
、
障
害
者
の
権
利
擁

護
の
視
点
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
状
況

　

参
加
者
の
約
半
数
は
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
生
活
支

援
員
さ
ん
で
し
た
。
男
女
別
で
は
女
性
が
７
割
を
超
え
、
年

代
別
で
は
60
歳
代
以
上
が
約
半
数
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」「
参
考
に
な
っ
た
」
の
意
見
を

あ
わ
せ
る
と
、
90
％
を
超
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
声

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
話
し
も
解
り
や
す
く
、

感
銘
を
受
け
た
」「
障
害
者
の
権

利
擁
護
に
つ
い
て
再
度
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
法
制
度

の
背
景
が
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
２
月
13
日
（
月
）、
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
８
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
苦
情
解
決
の
意
義
を
考
え
る
」
〜

今
、
福
祉
現
場
に
求
め
ら
れ
る
も
の

〜
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
日
本
社
会

事
業
大
学
専
門
職
大
学
院
教
授
で
あ

り
、
日
本
老
人
福
祉
財
団
理
事
長
の

田
島
誠
一
氏
を
講
師
に
招
き
開
催
し

ま
し
た
。

　

田
島
先
生
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
重
要
性
や
、
苦
情
受
付
担

当
者
だ
け
が
受
け
付
け
る
の
で
は
な

く
、
組
織
全
体
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
を
わ
か
り

や
す
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
者
に
は
県
内
の
施
設
か

ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
明

光
園
施
設
長
の
茂
木
泉
氏
、
東
光
乳

児
院
施
設
長
の
本
間
正
彦
氏
を
お
招

き
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
概
要
、
苦
情
解
決
体
制
の

説
明
、
事
例
報
告
等
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
苦
情
に
対
す

る
考
え
方
が
変
わ
っ
た
」「
ま
た
田

島
先
生
の
講
演
が
聞
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
利
用
者
の
声
が
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

会
場
の
定
員
の
関
係
も
あ
り
、

申
し
込
み
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

多
く
の
方
に
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
平
成
2323
年
度
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

年
度
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平成23年度日常生活自立平成23年度日常生活自立
支援セミナー開催支援セミナー開催

　平成24年１月26日㈭、県社会福祉総合センター
８Ｆホールにおいて「日常生活自立支援セミナー」
が今年も開催されました。
　今年は、和泉短期大学児童福祉学科准教授の鈴
木敏彦氏をお招きし、「日常生活自立支援事業の新
たな役割」というテーマで講演いただきました。

鈴木敏彦氏鈴木敏彦氏

群馬県社協　下城会長群馬県社協　下城会長

田島誠一氏田島誠一氏
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社
会
福
祉
協
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
活
躍

社
会
福
祉
協
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
活
躍
!!!!

館
林
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
た
〜
て
ん
」

館
林
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
た
〜
て
ん
」

　

群
馬
県
東
部
に
位
置
す
る
館
林
市
社
会
福
祉
協
議
会
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
〜
て
ん
」。
平
成
24
年
２
月
22
日
に
２
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
地
元
で
活
躍
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

館
林
市
社
会
福
祉
協
議
会
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
〜
て
ん
」
は
、

「
第
四
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
策

定
記
念
と
し
て
、
平
成
22
年
２
月
22

日
午
後
２
時
22
分
22
秒
に
館
林
市
に

舞
い
降
り
て
き
ま
し
た
。

　

名
前
は
、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
、

明
る
く
か
わ
い
ら
し
く
、
呼
び
や
す

い
よ
う
に
と
「
た
て
ば
や
し
へ
舞
い

降
り
た
福
祉
の
天
使
」
か
ら
、
た
て

ば
や
し
の
「
た
」と
天
使
の
「
て
ん
」

を
取
り
「
た
〜
て
ん
」
と
命
名
し
ま

し
た
。

　

活
動
の
目
標
は
、
地
域
社
会
で
の

「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ
い
」

の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
・
連
携
・
協
働
を
深

め
な
が
ら
「
優
し
さ
と
安
心
の
ま
ち
」

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

普
段
は
、
特
技
の
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
、「
た
〜
て
ん
」
の
家
（
館
林
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
を
メ
イ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
に
地
域
で
の
福
祉
活
動
の
推

進
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
出
張
や
外
出
を
増
や
し
、

強
い
キ
ッ
ク
、
し
っ
か
り
と
パ
ス
、

シ
ュ
ー
ト
で
「
出
会
い
・
ふ
れ
あ

い
・
支
え
あ
い
」
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
、「
た
〜
て
ん
」
パ
ワ
ー
で
日
本
中

の
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
い
き
ま
す
。

一
日
も
早
い
震
災
の
復
興
を

一
日
も
早
い
震
災
の
復
興
を

お
祈
り
し
ま
す

お
祈
り
し
ま
す

今
日
も
、

今
日
も
、

「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・

「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・

支
え
あ
い
」
の
輪
を

支
え
あ
い
」
の
輪
を

広
げ
ま
す
。

広
げ
ま
す
。

あ
な
た
に
パ
ス
、

あ
な
た
に
パ
ス
、

シ
ュ
ー
ト

シ
ュ
ー
ト

本会にご寄付をいただいた皆様です。（平成23年４月～平成24年２月）
心より感謝いたしますとともに、趣旨に沿うよう活用させていただきます。

 （順不同）

【前橋市】 群馬カラオケ連盟様

 ぐんまぽかぽかマーケット様

 （財団）上毛新聞厚生福祉事業団愛の募金様

【高崎市】 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社様

【渋川市】 伊香保国際カンツリークラブ様

【東京都】 NPO法人モバイル・コミュニケーション・ファンド様

絆絆
きずなきずな

県内高校生有志による「ぐんまぽかぽかマーケット」様より
チャリティイベント収益金の寄贈の様子

ありがとうございますありがとうございます

「た～てん」２歳の誕生会「た～てん」２歳の誕生会
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赤
い
羽
根
は
地
域
の
福
祉
を
応
援
し
ま
す
！

　

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
赤
い
羽
根
募
金

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
を
財
源
と
し
て
、
24
年

度
共
同
募
金
配
分
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

◇
対
象
◇

　

県
内
で
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
、
更
生
保
護

法
人
、公
益
社
団
（
財
団
）
法
人
、一
般
社
団
（
財
団
）

法
人
、
特
例
民
法
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

◇
対
象
事
業
◇

　

25
年
度
に
実
施
す
る
民
間
社
会
福
祉
事
業
。
地
域

福
祉
推
進
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

活
動
や
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
備
品
整
備

な
ど
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
申
請
受
付
期
間
◇

４
月
２
日
（
月
）
〜
５
月
10
日
（
木
）
必
着

◇
申
請
方
法
◇

　

所
定
申
請
用
紙
（
本
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）
を
県
共
同
募
金
会
事
務
局
（
県
域
で
実

施
す
る
事
業
及
び
施
設
整
備
）、
ま
た
は
市
町
村
の
共

同
募
金
会
窓
口
（
車
両
や
備
品
の
購
入
、
市
町
村
域

の
事
業
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
請
書
提
出

先
は
、
配
分
申
請
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
用
紙
配
布
場
所
◇

　

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
役
所
、
町
村
役
場
、

県
共
同
募
金
会

社会福祉
法　　人群馬県共同募金会

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
℡027-255-6596  ℻027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

共
同
募
金
配
分
申
請
の
受
付
開
始

県内各地で稼働中！

募金ができる自動販売機

売上の一部が、赤い羽根共同
募金として寄附されます。
詳しくは県共同募金会までお
問い合わせください。

配分申請用紙のダウンロードはこちら　〉〉http://www.akaihane-gunma.or.jp/

赤い羽根赤い羽根情報情報

基本理念「県民だれもがともに支え合い、住みなれた家庭、地域で、その人
らしく安心して暮らせる福祉社会の実現」のもと、地域住民をはじめ、県内
の各種関係諸団体等との連携・協働により地域福祉を推進してまいります。

○住民による地域福祉活動の活性化促進
○共同募金活動の推進と社協の連携
○地域における民生委員・児童委員活動の一層の推進
○預託者からの善意に基づく就学援助金等給付事業の充実
○ボランティア・市民活動、ＮＰＯ法人等による地域
福祉活動の推進、福祉教育の充実
○福祉分野における防災、災害救援活動の強化
○地域福祉等推進特別支援事業
○低所得者・失業者等への生活支援の強化

○福祉マンパワーセンター機能の強化と職業
紹介事業の拡充
○福祉・介護人材確保対策事業の推進と定着
支援の強化
○研修事業充実による人材育成への貢献
○福利厚生事業による福祉人材の確保支援

○社会福祉法人・施設における次世代リーダーの育成
○地域における子育て支援の推進
○福祉サービス第三者評価の推進
○社会福祉法人・社会福祉施設への支援
○種別協議会活動への支援

○地域における権利擁護体制の構築
○運営適正化委員会への支援の強化
○虐待や悪質商法被害の防止、早期発見・
対応に向けた取り組み

○法人運営の強化
○社協職員の専門性の向上
○各種社会福祉団体の活動支援
○社協の広報機能の強化
○社会福祉振興基金の運営

実施計画１
地域におけるきめ細かな福祉活動の展開

実施計画４
福祉サービスを支える福祉人材の確保へ
の取り組みと人材育成への貢献

実施計画３
社会福祉法人・施設等の福祉サービス事業者への支援

実施計画２
福祉サービス利用者等の権利擁護活動の推進

実施計画５
地域福祉を推進する県社協機能と組織の
充実・強化

平成24年度事業計画
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　県内の社協職員を対象に、「なぜ、社協が災

害支援に取り組むか」とのテーマの下、全国

社会福祉協議会の災害支援担当の園崎参事、

全国的な支援にプロジェクトメンバーとして

携わっている大阪府社協･西原副部長、宮城

県社協･北川係長、釜石市社協･菊池係長ら

を講師に、「災害支援は被災という新たな生活

課題を抱えた住民への支援活動」であること

を認識すると共に、その支援の手法としての

「ボランティア活動」、また、ボランティア活

動を効果的に進めていくために「災害ボラン

ティアセンターの運営の必要性」を被災地で

の実践事例等から学び、発災から復興での一連の流れを参加者間で研究・協議し、災害＝災害ボラ

ンティアセンター、災害ボランティア＝ボランティアバスではなく、地域の生活復興へ向けた長い

支援の取り組みを見つめた時に、社協の日常活動の大切さや各種機関との日頃からの顔の見える関

係づくりを再認識する機会となった。

災害支援は、被災という生活課題を抱えた住民の支援
～ 平成23年度災害支援セミナーより ～

専門職同士がつながる仕組みづくりへ
～ 東日本大震災の支援活動をとおして ～

　東日本大震災により、本県に3,000名を超える方

が避難してくる中、物資支援をはじめ、様々な機関

や団体が協働して、この事態と向き合い、試行錯誤

しながら支援活動を行ってきました。

　群馬県社会福祉協議会では「支援プロジェクトぐ

んま」という名称で専門職同士が情報共有・連携で

きる場をつくり、群馬司法書士会をはじめ、群馬県

精神保健福祉士会、群馬県社会保険労務士会、群馬

県社会福祉士会、群馬県理学療法士協会、群馬県共

同募金会等、県域の機関で支援活動を行った団体が

参加し、それぞれの団体の取り組みを紹介し合いな

がら、情報交流を図った。

　引き続き、専門職同士がつながることの出来る本会議を継続して開催していくと共に、県内へ避難されている方

の支援も含めて、関係者が協働・連携できる仕組み作りを考えていきたい。

ワークショップ「発災から復旧・復興へのプロセスを学ぶ」ワークショップ「発災から復旧・復興へのプロセスを学ぶ」
よりより

「支援プロジェクトぐんま」会議より「支援プロジェクトぐんま」会議より
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１
．
学
校
の
概
要

　

本
校
は
伊
勢
崎
市
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
校
歌
に
歌
わ
れ
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
杉
を
は
じ
め
、
プ
ラ
タ
ナ

ス
や
桜
の
木
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

い
る
。

　

学
校
教
育
の
目
標
は
、「
や
さ
し

く
」「
か
し
こ
く
」「
つ
よ
く
」
を

掲
げ
、福
祉
教
育
の
目
標
と
し
て
、

「
互
い
の
良
さ
や
違
い
を
認
め
合

い
、
学
び
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
よ

り
良
い
社
会
を
築
き
、
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
て
、
共
に
生
き
よ
う

と
す
る
児
童
の
育
成
を
目
指
す
。」

と
し
、
３
ヵ
年
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。

○
具
体
目
標

・  

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ
子

（
人
間
愛
の
精
神
）

・ 

仲
良
く
助
け
合
う
子
（
連
帯
・

協
力
）

・ 

進
ん
で
仕
事
を
す
る
子
（
奉

仕
・
実
践
力
）

２
．
主
な
活
動
内
容

⑴
全
校
活
動

　

全
校
で
行
っ
た
活
動
で
は
、「
15

タ
イ
ム
」、「
地
域
の
お
年
寄
り
を

運
動
会
に
招
待
す
る
」、「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」、「
ク
リ
ー
ン
活
動
」、

「
あ
り
が
と
う
集
会
」
等
が
あ
り

ま
す
。

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
進
ん
で
人
の
た
め
に
役
立
つ
児
童
の
育
成

〜
社
会
福
祉
協
力
校
と
し
て
〜

⑵
児
童
会
活
動

　

児
童
会
活
動
で
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」、「
ア
ル
ミ
缶
回
収
」、「
書
き

損
じ
は
が
き
、
使
用
済
み
テ
レ
カ

回
収
」
を
行
い
、
収
集
し
た
品
は

換
金
し
て
募
金
に
あ
て
て
い
る
。

⑶
各
学
年

１
年
「
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
」

　

生
き
物
に
関
心
を
持
ち
、
自
分

た
ち
と
同
様
に
命
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。

２
年
「
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
学
習
」

　

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
と
お
し
て
、

目
の
不
自
由
な
人
の
気
持
ち
や
様

子
を
知
る
と
と
も
に
、
介
助
役
の

大
切
さ
に
も
気
づ
き
、
相
手
の
状

況
を
理
解
し
て
、
優
し
く
接
す
る

気
持
ち
を
学
ん
だ
。

３
年
「
手
話
体
験
学
習
」

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
と
の

交
流
を
通
し
て
、
障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

４
年
「
車
い
す
体
験
学
習
」

　

車
い
す
の
初
歩
的
な
扱
い
や
介

助
の
仕
方
を
知
り
、
車
い
す
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
の
生
活
に
つ
い

て
理
解
し
、
共
に
生
活
し
て
い
く

意
義
を
考
え
た
。

「
い
の
ち
を
育
む
講
座
」

　

助
産
師
の
方
々
を
講
師
に
招
き

行
わ
れ
た
。
胎
児
の
成
長
や
、
親

子
の
絆
、
出
産

の
困
難
を
乗
り

越
え
誕
生
す
る

「
命
の
尊
さ
」
へ

の
理
解
が
深
ま

り
、
親
子
の
つ

な
が
り
を
再
確

認
で
き
た
。

５
年
「
心
の
健

康
」

　

思
春
期
に
さ

し
か
か
る
心
の

持
つ
悩
み
や
ス

ト
レ
ス
、
そ
の

具
体
的
な
解
決

方
法
に
つ
い
考

え
る
と
と
も
に
、

同
様
に
悩
み
を

持
つ
他
者
へ
の

思
い
や
り
の
心

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

６
年
「
高
齢
者
疑
似
体
験

学
習
」

　

高
齢
者
の
立
場
に
立
っ

て
周
囲
を
見
つ
め
な
が
ら
、

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、

共
に
生
活
す
る
意
義
を
深

め
る
と
共
に
、
誰
に
対
し

て
も
温
か
い
思
い
や
り
を

持
っ
て
接
す
る
こ
と
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

３ 

． 

３
カ
年
の
成
果
と
課

題

　

福
祉
協
力
校
と
し
て
見

直
し
た
年
間
の
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、
全
校
、
学
年
、

児
童
会
（
委
員
会
）
の
活

動
に
計
画
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
各
学
年

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
体

験
活
動
を
通
し
て
、
児
童

に
お
年
寄
り
や
障
が
い
の

あ
る
方
、
身
近
な
友
だ
ち

や
家
族
な
ど
、
他
者
へ
の

理
解
が
深
ま
り
、
思
い
や

り
の
心
が
育
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
地
域
と
関
わ
る

活
動
も
多
く
あ
っ
た
た
め
、

児
童
と
地
域
の
方
々
と
の

交
流
が
深
ま
り
、
活
動
内

容
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

今
後
も
活
動
を
継
続
さ

せ
て
、
６
年
間
の
学
校
生

活
で
様
々
な
福
祉
活
動
を

経
験
で
き
る
よ
う
に
し
、

日
常
の
中
で
自
然
に
福
祉

意
識
が
持
て
る
よ
う
な
児

童
の
育
成
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

伊
勢
崎
市
立
南
小
学
校

伊
勢
崎
市
立
南
小
学
校

明和学園短期大学　学生、教職員有志による震災ボランティア
　１月の末に福島県郡山市の幼稚園に、本学の系列幼稚園のこどもたちが用意したともチョコを群馬のキャラぐんまちゃ
んと共に学生が届けてきました。手遊びで盛り上がった後、学生が手品を披露。そして、みんなで歌をうたい、学生とぐ
んまちゃんがともチョコと手作りタペストリーをプレゼント。最後にぐんまちゃんと郡山のご当地キャラ「がくとくん」
との交流。短時間でしたが、こどもの笑顔が広がりました。
　私たちの訪れた郡山の幼稚園では玄関先にモニタリングポストが設置され、放射能
値の低い日に限り１日30分の外遊びをするそうです。園庭の芝生は放射能値が高いた
め撤去され、積雪の中から黒土が痛々しく露出していました。こどもたちは、遊び盛
りの今、その楽しみを享受できない状態にありました。原発事故の避難先になってい
る郡山ですら、こどもたちは安全のため制約の中で生活していました。
　震災直後の義援金や募金も効果のあるものでした。しかし、本当の笑顔が戻るまで
には、３年、５年とかかるでしょう。震災から１年。私たちにできることをもう一度
見直すいい時期ではないでしょうか。明和短大では今、有志で福島の幼稚園や保育園
に室内遊びの遊具を送るボランティアを計画しています。 郡山市内での交流の様子

動物ふれあい教室動物ふれあい教室
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田
中
友
梨
さ
ん
は
、
高
崎
市
に
あ
る

児
童
養
護
施
設
希
望
館
「
八
幡
の
家
」

に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
を
始

め
て
５
年
目
、
愛
情
を
持
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

 

福
祉
職
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

　

子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
短
大

の
保
育
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
児
童

養
護
の
授
業
で
興
味
を
持
ち
、
実
際
に

実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
児
童
養
護
施

設
に
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
仕
事
に
就

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
？

　

ユ
ニ
ッ
ト
型
養
護
施
設
で
、
幼
稚
園

年
中
か
ら
中
学
生
ま
で
４
人
の
子
ど
も

と
一
緒
に
生
活
し
て
、
生
活
全
般
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
料
理
、
洗
濯
な

ど
の
家
事
、
授
業
参
観
や
地
域
の
育
成

会
に
も
保
護
者
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

ケ
ン
カ
や
言
い
合
い
も
し
ま
す
が
、
ど

の
子
も
本
当
に
可
愛
い
で
す
。
希
望
館

の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
子
ど
も
か
ら
逃
げ
な

い
、
ど
ん
な
子
ど
も
に
対
し
て
も
、
寄

り
添
い
、向
き
合
い
、あ
き
ら
め
な
い
」。

そ
れ
を
い
つ
も
心
に
留
め
て
い
ま
す
。

＊
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　

仕
事
を
始
め
て
１
年
目
、
子
ど
も
か

ら
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
き
ら
め
ず
に
ぶ
つ
か
っ

て
い
き
、
そ
の
子
が
心
を
開
い
て
く
れ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
退

福
祉
ま
め
知
識
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Ｑ　
「
市
民
後
見
人
」
と
は
な

ん
で
す
か
。

Ａ　
市
民
後
見
人
と
は
、
一

般
市
民
に
よ
る
第
三
者
的

な
立
場
の
後
見
人
で
す
。

　

成
年
後
見
人
等
に
就
任
す
べ
き
親

族
が
お
ら
ず
、
本
人
に
多
額
の
財
産

が
な
く
、
紛
争
性
も
な
い
場
合
等
に
、

本
人
と
同
じ
地
域
に
居
住
す
る
市
民

に
よ
る
後
見
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
等
の
増
加
に
伴
い
、
弁
護

士
等
の
専
門
職
の
後
見
人
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
を
含
め
た
後
見
人
を
中

心
と
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
者
等
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
適
切
な
利
用
の
観
点
か
ら
も
、
市

町
村
に
お
い
て
市
民
後
見
人
を
確
保

で
き
る
体
制
の
整
備
・
強
化
（
人
材

育
成
、
研
修
等
）
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

児童養護施設　希望館八幡の家　田中　友梨さん
　

撮
影
は
、
い
つ
も
登
山
に
い
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
お
願
い
し
ま
し
た
。
時
間
の
あ
る
と

き
に
は
、
山
登
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
欠
か
さ
な
い
と
い
う
田
中
さ
ん
。

明
る
く
、
元
気
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

園
し
た
子
が
会
い
に
き
て
く
れ
て
、「
園

に
い
た
頃
は
、
よ
く
ケ
ン
カ
し
た
ね
」

な
ど
思
い
出
話
を
し
ま
す
。
し
っ
か
り

自
立
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
こ
の
仕

事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。

＊ 
お
休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
る
の
で

す
か
。

　

友
だ
ち
と
会
う
こ
と
が
多
い
か
な
。

短
大
で
和
太
鼓
の
部
活
に
入
っ
て
い
て
、

い
ま
も
Ｏ
Ｇ
で
「
友
龍
太
鼓
」
を
結
成

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
高
崎
祭
り
に

も
参
加
し
た
ん
で
す
よ
。
山
登
り
も
好

き
で
、
こ
れ
ま
で
尾
瀬
、
白
根
山
、
富

士
山
な
ど
に
登
っ
て
い
ま
す
。

＊
こ
れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
人
に
一
言

　

色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
子
ど
も
達
に

愛
情
を
与
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
逆
に
子
ど
も
か
ら
教
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
子
ど
も
へ

の
伝
え
方
は
一
つ
で
は
な
く
、
声
か
け

に
も
幾
通
り
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
見
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ
ん
な

気
付
き
の
眼
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
の
と
共
に
、

自
分
も
成
長
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
が

本
当
に
楽
し
い
で
す
。
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貸付対象・条件
①県内の養成施設等に在学している者。又は県外の養成
施設等に在学し、県内に住所を有している者。

②養成施設等を卒業後、県内に就職し、介護福祉士等と
して、介護等の業務又は福祉に関する相談業務に従事
しようとする者。

③同種の修学資金を他から受けていない者。
貸付申請
申し込み手続き
　４月下旬ごろから各指定養成施設等を通じて行います。
連帯保証人
　貸付申請を行う場合には、独立の生計を営む者２人の
連帯保証人が必要です。
貸付審査
　提出された申請書の内容について審査し、貸付の可否
を決定します。

介護福祉士等修学資金貸付制度について

修学費（在学中）
月額５万円以内

以後５年間継続して当該業務に従事した場合
全　額　返　還　免　除

就職準備金
20万円以内

入学準備金
20万円以内

介護福祉士・社会福祉士を目指す方を応援します!!介護福祉士・社会福祉士を目指す方を応援します!!

返還要件
　養成施設等を卒業後、１年以内に県内で介護業務等
に就業し、原則として５年間継続して従事すれば、貸
付金が全額返還免除となります。  

介護福祉士又は社会福祉士の指定養成施設等に在学し、資格取
得後に群馬県内の社会福祉施設等で就労する方を対象に、修学
資金を貸し付けします。


